
第三期小樽市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況（令和7年度実績）

　本市の教育・保育提供区域は、全市を１区域として定めています。

■令和７年度 教育・保育の需要量の見込みと確保方策（提供体制）〔※事業計画書48ページ一部抜粋〕

197 681 287 759 90 78

177 98
幼稚園　←　　→　保育所 幼稚園　←　　→　保育所 幼稚園　←　　→　保育所

※1　 平成27年度からの子ども・子育て支援新制度における施設型給付費を受ける保育所・幼稚園・認定こども園は、「特定教育・保育施設」に含み、私学助成を受ける従来型の幼稚園は「上記以外の幼稚園」に含みます。

※保育士等就労定着支援事業とは
　新規に市内の民間保育施設等で保育士等（保育士、保育教諭、幼稚園教諭）として就労を開始した者を対象に支援金を支給する事業（１年目：１０万円　３年目：２０万円　６年目：３０万円）
　令和７年度は支援金を１年目、３年目合わせて４１名に支給している
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令和7年度の取組と今後の事業計画、課題等

　令和８年３月現在（Ｂ）における実績値では、幼稚園部分（１号及び２号中幼児期の学校教育の利用希望が強い）の確保方策合計846名に対し651名の実績となり、保育部分（２号中左記以外及び３号）では
合計1,526名の確保方策に対し、1,382名の実績となった。
　保育部分においては、確保方策が需要量の見込みを144名分（1,526-1,382）上回っており、市全体としてみると待機児童は発生していない。しかし、希望する施設への入所が叶わない、いわゆる「入所待ち
児童」がいることから、施設単位では十分な保育士を確保できていないことが課題となっている。
　そのため、市内保育施設等に対し、保育士等の就職に係る説明会の案内など人材確保に有効な情報提供を行い、学生向け就職説明会で「保育士等就労定着支援事業」※を案内するなど取組みを継続し
た。
　利用定員については、今後も必要な需要量を満たすよう事業者の意向を確認しながら協議して設定していく。
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凡例：セルをまたぐ数値は、隣接するセルの合計を表しています
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